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テトラセJL.ミス(ブラシノ藻類)の光合成炭酸固定について1)
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ASHINO・FUSE，H. and IKAwA， T. 1981. Photosynthesis and carbon metabolism in Tetra-
selmis sp. (Prasinophyceae). Jap. J. Phycol. 29: 189-196. 

Photosynthetic assimilation of J4C02 by free-living Tetraselmis sp.， a brackish-water 
green flagellate belonging to the Prasinophyceae was investigated. After 1 minute of 
photosynthetic J4C02 fixation， 65% of the total radioactivity was incorporated into phos-
phorylated compounds such as 3・phosphoglycerateand some sugar phosphates. The per・
centage distribution of radioactivity incorporated in these initial products rapid1y decreased 
during the rest of the light period. Concurrent with the decrease in the initial 14C02 fixation 
products， mannitol， oligosaccharide and glutamic acid were heavily labeled with 14C. When 
the algal cells were prei11uminated in the absence of COg， dark 14C()g fixation was enhanced， 
and about 70% of the total radioactivity was incorporated into 3・phosphoglycerateafter 
30 second dark 14C02 fixation. The percentage distribution of radioactivity in 3・phospho・
glycerate rapidly decreased during the rest of the dark period. Concurrent with the de-
crease in 3・phosphoglycerate，citric acid was heavi1y labeled with J4C. Parallel measure-
ments of two carboxylating enzymes showed that ribulose-l， 5-bisphosphate carboxylase 
was significant1y greater than phosphoenolpyruvate caboxylase activity. In addition to 
these enzymes， the activities of ribulose-5-phosphate kinase， fructose-l， 6・bisphosphate
aldolase， fructose-l， 6-bisphosphatase， mannitol・1・phosphatase，phoshorylase and amylase 
were detected in crude extracts from this alga. These results indicate that the pathway 
of photosynthetic CO2 fixation in this alga is the reductive pentose phosphate cyc1e， or 
Calvin cycle. 
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テトラセルミス (Tetraselmis= Platymonas) 

(NORRIS et al. 1980)は， クロロフィル aおよびb

をもち，細胞はセルロースからなる細胞壁はなく外皮

鞘でつつまれ，鱗片でおおわれた4本の鞭毛をもっ単

細胞の藻類で， CHRISTENSEN (1962)により緑藻綱

(Chlorophyceae)から独立してプラシノ藻綱 (Prasi-

nophyceae) として設けられた分類群 1属であり，系

統学的に極めて興味のある一群といわれる(千原・堀

1970，堀・千原 1970)。

1)本研究は文部省科学研究費補助金および日本学術

振興会による日米科学協力研究補助金(課題番号

5R052)の一部を使用した.

テトラセルミスの光合成産物については， CRAIGIE 

ら (1966)が2時間の光合成J4C02固定産物の解析を

行い，マンニットとデンプン様物質が主要産物である

ことを報告している。 SUZUKI(1974)は Tetraselmis

sp. (= Platymonas sp.)からデンプン様物質を単離

・分析し，アミロースおよびアミロベタチンからなる

緑藻や高等植物と同様のデンプンであることを明らか

にした。また， KIRST (1975)や HELLEBUST(1976) 

は，それぞれ別種のテトラセルミスを用いて，マンニ

ットが浸透圧調節物質となっていることを報告してい

る。

さらに， KREMER (1975)は動物に共生する Platy-
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monas convolutaeと非共生の 2種のテトラセルミス

の光合成 14C02固定について比較検討しているが，炭

酸固定の機作については詳細には明らかにしていない。

本研究では，テトラセルミスの l種を用い，光合成

14C02固定および前照射後の踏 14C02固定産物の解析

ならびにこれらの炭素代謝に関与する酵素の検出を行

い，テトラセルミスの 1種における光合成炭素代謝経

路について考察を行った。

材料と方法

1.実験材料

実験に用いたテトラセノレミスの l種は千原光雄博土

が1970年1月に静岡県下岡市の鍋田湾において採集，

保存培養されたものを用いた。培養は，人工海水ジャ

マリン U (ジャマリンラボラトリー製)を塩素濃度11

ルとしたもの 11につき， NaNOs 0.2gおよび Na2

HP04 0.04g を含む溶液 4mlと PES培地 (Mc・

LACHLAN 1973) 20 mlを加えたものを培地として用

い， 18.C， 40001uxの光照射下で16時間明期一8時間

暗期で空気を通気し，無菌条件下で行った。

II.実験方法

1.溶存酸素の測定

光合成により発生する酸素量はクラーク型酸素電極

(YSI社製4004型)を用いて測定した。光源はスライ

ドプロジェクター (650wハロゲンランプ)を用いa

1%硫酸銅溶液を含む厚さ 5cmのフィノレターを通し

て照射した。

2. I4C02固定実験

(1)光合成 14C02固定実験:培養藻体を 1000xg

10分間遠心分離して集め， 0.1% NaClを含む 2mM

Tris.HCl緩衝液 (pH8.0)に懸垂し，この一定量を

枝付試験管(1.3 x 15 cm)に入れ， 18.Cの恒温槽中

で， CO2を除いた空気を細管を通して通気しながら，

300001uxの白色光で 10分間前照射した。続いて藻体

懸垂液 1ml につき NaH14COs溶液 (59.1mCi / 

mM) 25μCi分を加え，前照射と同様の条件下で光合

成を行わせた。一定時間光合成を行わせた後，速かに

藻体懸垂液をワットマン GF/A'tF紙を敷いたガラス

炉過器に移し，前記と同様の光を照射しながら吸引P

過し，'tF紙上の藻体を炉紙と共に80%熱エタノーノレ中

に投入して 14C02固定反応を停止させた。これを沸騰

水浴中で10分間加熱した後ミリポアフィルター HAを

数いたガラス炉過器で吸引F過し，少量の80%エタノ

ーノレを用いて炉過残澄を洗った。このようにして得た

苦ヨ液を集め， 80%エタノーノレ可溶画分とし，'tF過残溢

を不溶画分とした。

なお，光合成の時聞は， NaH14COsを加えでから熱

エタノールで固定するまでに要した時間として表わし

た。

(2)前照射後の暗 14C02固定実験 (1) と同様の

方法で10分間前照射を行い，消光直後に藻体懸垂液 1

mlにつき 50μCiの NaH14COs溶液を加え暗 14C02

固定反応を開始させた。一定時間経過後，熱エタノー

ノレを終濃度が80%となるように加え 14C02固定反応

を停止させた。これを沸騰水浴中で10分間加熱し抽出

を行った後，酢酸溶液を加えて酸性とし，空気を通気

して未反応の NaH14COSを除去し，さらに (1)と同

様の操作により炉過して80%エタノール可溶画分と不

溶画分を得た。

3. 14C自国定産物の分離と定量

アルコール可溶画分を 30.C以下で減圧乾回し， 80 

Zエタノールで溶出した試料をワットマン 3MM'tF紙

にスポットした後，二次元展開を行った。展開溶媒は

フェノールー酢酸-0.2MEDTA 水 (369.5: 5. 0 : 

50.0: 80.7 v /v)を一次元自に用い， n-プタノールー

水 (249:16 v /v) とプロピオン酸水 (207:263)と

を等量混合したもの (BENSONet al.， 1950)を二次

元自の展開に用いた。百ヨ紙を乾燥した後X線フィルム

(富士工業用， N型)を用いラジオオートグラフィー

を行い 14C-国定物質を検出した。 14C_固定量の測定は，

ベーパークロマトグラムの 14C-固定物質のスポットを

切り取り，液体シンチレーションカウンタを用い測定

した。

4.酵素の抽出

培養議体を 1000xg 10分間遠心分離して集め， 1% 

NaCl溶液に懸垂，遠心を 2回くり返して洗った後藻

体と等容量の， 10mMジチオスレイトール (DTT)を

含む 0.5M Tris-HCl緩衝液 (pH7.5)を加え， 0・c
において 10kcで3分間超音波処理して細胞を破砕

した。これを 2.C，17000xgで30分間遠心分離し，

上清を酵素液として用いた。

5.酵素活性の測定

(1)リプロースー5ーリン酸 (Ru5P)キナーゼ:反応

は O.1 M Tris-HCl緩衝液 (pH8. 3) O. 4 ml， O. 5 M 

Ru5P 0.2 ml， 0.1 M ATP 0.1 ml， 0.1 M MgC12 

0.1 ml，0.1 M システイン 0.05mlおよび酵素液 0.15

mlを加え総量を 1.0mlとし，38.Cで行い (HURWITZ

1962) ，遊離する無機リン酸を ALLEN法 (ALLEN

1940)を用いて測定した。
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(2) リプロースー1，5-ニリン酸 (RuBP)カルボキシ

ラーゼ 1M Tris-HCI緩衝液 (pH8.3) 0.1 ml， 

0.05M MgCI2 0.1ml， 0.1M還元型グルタチオン

0.05 ml， O. 1 mM  NaH14COs O. 1 ml (2μCi)および

酵素液 0.1mlを加えて 300Cで10分間プレインキュ

ーベートした後， O. 05 M RuBP O. 05 mlを加え反応

を開始した (SUGIYAMAet al.， 1969)。一定時間反応

した後酢酸 0.1mlを加えて反応を停止させ 14C02

を完全に除いた後反応液 0.2mlを炉紙に吸着させ，

乾燥した後液体シンチレーションカウンタで放射能を

測定した。

(3)ホスホエノールピルビン酸 (PEP) カルポキシ

ラーゼ:反応は 1M Tris-HCI緩衝液 (pH8.3) 0.1 

ml， 0.2 M DTT 0.025 ml， 0.05 M グルタミン酸ナ

トリウム 0.025ml， O. 05 M PEP 0.05 ml，酵素液 0.1

mlおよび O.1 mM  NaH14COs O. 1 ml (2μCi)を加

えて総量を 0.5mlとし， 300Cで行った (SLACKand 

HATCH 1967)。反応の停止および 14C-固定量は (2)

と同様の方法で行った。

(4)フルクトースー1， 6-二リン酸 (FBP)アルドラ

ーゼ:0.05 M Tris-HCI緩衝液 (pH7.5) 1. 0 ml， 

O. 05 M FBP O. 25 ml， O. 28 M 硫酸ヒドラジン溶液

(pH 7.0) 0.25 ml， 0.004 M FeS04 0.25 ml，酵素

液 0.25mlおよび水を加えて総量 2.5mlとし 380C

で反応した後， SIBLEY and LEHNINGEN (1949)の方

法に従って比色定量した。

(5) FBPホスファターゼ:反応は 0.5M Tris-HCl 

緩衝液 (pH8.7) 0.4 ml， 0.1 M MgC12 0.1 ml， 0.4 

mM  EDTA 0.1 ml， 0.05 M FBP 0.2 ml， 酵素液

O.2mlおよび水を加えて全量を 2.0mlとし 300C

で反応を行い，遊離する無機リン酸を ALLEN法で測

定した。

(6)マンニトールー1-リン酸 (M1P)脱水素酵素:

M1P脱水素酵素活性は，フルクトースー6-リン酸の還

元および M1Pの酸化の両反応について IKAWAet al.， 

(1972)の方法により測定した。

(7) M1Pホスファターゼ:反応は 0.1M Tris-酢

酸緩衝液 (pH7.0) 0.5 ml， 0.01 M MgCI2 0.1 ml， 

O. 1 M M1P O. 1 ml，直孝素液 0.1mlおよび水を加え

て総量を1.0 mlとし， 300Cで反応を行い， 遊離す

る無機リン酸を Allen法で測定した(IKAWAet al.， 

1972)。

(8)アミラーゼ:0.25Mクエン酸緩衝液 (pH6.0) 

O.5ml， 0.2%アミロース 0.25ml， 0.6% NaCI 0.1 

mlおよび酵素液 0.15mlを加え 30・Cで反応を行

い， Blue value法 (WANKAet al.， 1970)により比

色定量した。

(9)ホスホリラーゼ:反応は 0.25Mクエン酸緩衝

液 (pH6. 0) o. 5 ml， O. 5 M グルコースー1-リン酸0.1

ml， 5%可溶性デンプン 0.2ml，酵素液および水を

加えて総量を1.0 mlとし， 300Cで行い， 遊離する

無機リン酸を ALLEN法により比色定量した。

6. その他の定量法

クロロフィルの定量は IWAMURAet al.， (1970) 

の方法により，また，タンパク質の定量は LOWRYet 

al.， (1951)の方法により求めた。

結 果

1.光合成に及ぼす光強度の影響

テトラセルミスの 1種の光合成酸素発生に及ぼす光

強度の影響について調べた結果， Fig. 1に示すよう

に約 30000luxで飽和に達した。図には示していない

が酸素発生速度は 100000luxまでほとんど変わらず，

強光による阻害はみられなかった。

4 
vl 戸、

Fョ c
己iε
E ミョ
Zu  
r;; "" 
ö~ 

5♂‘  

E z L 

l'iち
謁::1

;::ε1 

10 20 30 40 

L1GHT INTENSITY (Klux) 

50 

Fig. 1. Effect of Iight intensity on the rate 

of photosynthetic oxygen evolution of Tetraselnis 
sp. at 21% oxygen. Temperature was 180C. 

2.光合成 14C02 固定について

光合成による 14C02 固定速度を 80%エタノーノレ可

溶函分と不溶画分について調べた。その結果 Fig.2 

に示すように，アルコール可溶画分への 14Cのとり込

み速度は10分までほぼ直線的に増加したが，それ以後

は次第に低下した。一方， アルコール不溶画分への

14Cのとり込み速度は 30分まで直線的に増加し，それ

以後は次第に低下する傾向を示したが，この画分への



とんどはデンプンからなるものと推定した。

アルコール可溶画分中の 14C_固定産物の分布を調べ

るため二次元ベーパークロマトグラ 7-1ーを行い，

14C固定産物の時間的変動を調べた。その結果， Fig. 

3に示すように， 3分までの比較的短時間の光合成で

は， 3-ホスホグリセリン敵 (PGA)や糖リン酸化合物

を含むリン酸化合物に50%以上の 14Cがとり込まれ，

時間と共にその割合は急激に減少した。この傾向とは

対照的に，マンニットとオリゴ糖への 14Cのとり込み

は時間と共に急激に増加し， 60分後ではマンユットへ

の 14Cのとり込み量はアルコール可溶画分中の約35%

にまで達した。一方，アミノ酸ではアスパラギン酸や

セリン，グリシンへのとり込みは少なく，グルタミン

費量へのとり込みが顕著であった。グルタミン酸へのと

り込みは3分間の光合成で12%に達し，この割合はそ

の後も変わらず60分まで継続した。また，有機酸では，

Fエン酸へのとり込みがみられたが， リンゴ酸へのと

り込みはほとんどみられなかった。
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Fig. 2. Time courses of 14C incorporation into 
ethanol soluble and insoluble fractions under pho-
tosynthetic conditions. 一0-，ethanol soluble 

fraction; -.-， ethanol insoluble fraction. 
3.前照射後の暗 14C02固定について

緑色植物では，CO2を含まない気相中で光照射し，

照射停止直後に 14C02を与えると暗所での CO2固定能

が著しく促進されることが報告されている (MIYACHI

1979)。テトラセルミスにおいても Fig.4に示すよう

14Cのとり込み量は30分以後では全 14C固定量の約30

%に達した。この画分の成分については詳細に検討し

なかったが，大部分の 14Cは酸加水分解により容易に

可溶化されグルコースが検出されることから，そのほ

，企
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Fig. 4. Time courses of dark 14C02 fixation. 
Solid lines， enhanced dark 14C02 fixation after 
preillumination; dotted line， dark 14C02 fixation 
without preillumination. -/;:"ー，一企一， total 
radioactivity ;ー0ー， ethanol soluble fraction; -.-， ethanol insoluble fraction. 
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Fig. 3. Distribution of 14C compounds in the 
ethanol soluble fraction during photosynthesis in 
Tetraselmis sp.一.-， phosphate esters;一圃ー，

mannitol;一口一， oligosaccharide; -0-， aspartic 
acid; -X -， alanine;ーマ一， citric acid;一企ー，

glycine and serine;ームー， glutamic acid. 
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Table 1. Activities of ribulose-1， 5・bisphos・
phate carboxylase and phosphoenolpyruvate 
carboxylase in Tetraselmis sp. 

Photosynthetic COz fixation in Tetraselmis 

Enzyme activity 
(14COz fixed， cpm/min/mg protein) Enzymes 

3733 

839 

RuBP Carboxylase 

PEP Carboxylase 

Table 2. Detection of enzymes seeming to 
participate in the metabolic pathway of man. 
nitol and starch in Tetraselmis sp. 

Activity 

18.2 

0.17 

28.0 

0 

18.4 

12.3 

2.3 

Ribulose-5・phosphatekinase1 

Fructose-1，6・bisphosphatealdolasez 

Fructose-1，6・bisphosphatase1

Mannitol・1・phosphatedehydrogenase3 

Mannitol-1・phosphatase1

Phosphorylase1 

Amylase4 

Enzymes 

に， 10分間の前照射後の暗 14COZ固定速度は，前照射

なしの完全な賠 14COz固定速度に比べて著しく促進

された。この促進効果は 1分以内の短時間に限られ，

それ以後は完全な暗固定の速度とほぼ等しくなった。

このうち，アルコール可溶画分へのとり込み量は，藻

体の全 14Cとり込み量とほぼ同様の傾向を示したが，

アルコール不溶画分への 14Cのとり込みは 3分以後は

ほとんど増加しなかった。

アルコール可溶画分中の 14C固定産物の分布を調べ

てみると， Fig. 5に示すように，前照射後の暗固定30

秒では全体の 14Cの65%が PGAにとり込まれ，時間

と共に急激に減少した。これと対照的にクエン酸への

とり込みの割合が顕著に増加し 3分以後はほぼ一定

となった。このほかアスパラギン酸やグルタミン酸へ

のとり込みもクエン酸の増加に遅れて15%前後のとり

込みがみられた。

1 L10. D. at 530 nm/min/mg protein 
2 L10. D. at 340 nm/min/mg protein 
3 units/min/mg protein 
4 Inorganic phosphate liberated μg/min/mg 

protem 

キシラーゼ活性に比べて約4.4倍高い値が検出された

(Table 1)。このほか炭素還元回路に関与する酵素と

して， FBPアルドラーゼ， FBPホスファターゼおよ

び Ru5Pキナーゼについて調べた結果いずれの酵素

活性も検出された (Table2)。

また，マンニット合成に関与する酵素として M1P

脱水素酵素と M1Pホスファクターゼについて調べた

(Table 2) 0 M1P脱水素酵素活性はフルクトースー6-

リン酸の還元反応および M1Pの酸化反応の両反応に

ついて検討したが，いずれの場合にも活性を検出する

ことはできなかった。また，フルタトースおよびマン

ニットの酸化還元酵素についても検討したがし、ずれも

検出できなかった。しかし M1Pホスファターゼ活

性は高い活性が検出された (Table2)。この酵素活性
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Fig. 5. Distribution of 14C compounds in the 

ethanol soluble fraction during light enhanced 

dark 14COZ fixation. 一・ 3・phosphoglyceric
acid; -0ー aspartic acid; -X一 alanine;

ームー， glutamic acid ;ーマー， citric acid ;一企ー，

unidentified compound. の最適 pHは7にあり (Fig.6)，この pHにおいて

基質特異性を調べてみると，粗酵素の段階でも M1P

に対し極めて特異性が高いことが示された (Table3)。

このほかデンプンの分解反応に関与する酵素として

ホスホリラーゼとアミラーゼについて調べた結果，両

酵素とも存在することが明らかになった (Table2)。

4. 炭素代謝に関与する酵素について:

COz固定に関与する酵素として RuBPカルボキシ

ラーゼと PEPカルボキシラーゼの検出を試みた。そ

の結果 RuBPカルボキシラーゼ活性は， PEPカルボ



14Cの65%が PGAや糖リン酸化合物を含むリン酸化

合物として検出され，時間と共にその割合は急激に減

少しアスパラギン酸やリンゴ酸など C4ジカルポン

酸へのとり込みは非常に僅かであった (Fig.3)。この

結果は，炭素還元回路により CO2固定を行う Cs植物

にみられる結果とよく類似している。

一方，Chlorellaゃ Anacystisなどの藻類やホウ

レンソウなどの Cs植物では，C02を含まない条件下で

前照射を行い，消光直後に 14C02を与えると暗 14C02

固定能の著しい促進があり，初期 14C固定産物として

PGAが検出され， 一方 C4ジカルボン酸回路をもっ

C4植物では， この効果によりアスパラギン酸やリン

ゴ酸が初期 14C固定産物として検出されることが報告

されている (HOGETSUand MIY ACHI 1970， MIY ACHI 

1979)。テトラセノレミスでは，前照射後の陪 14C02 固

定30秒で全 14C固定量の70%が PGAにとり込まれた

(Fig. 5)。これらの結果から， テトラセノレミスは炭素

還元回路による Cs植物型の CO2闘定を行っているも

のと推定される。さらにこのことは，RuBPカルポキ

シラーゼ活性が PEPカルボキシラーゼ活性に比べて

はるかに高く，炭素還元回路に関与する FBPアルド

ラーゼ， FBPホスファターゼ， Ru5Pキナーゼなど

も十分高い活性が検出されたこと (Table2， 3)など

からも裏付けられる。

光合成貯蔵性産物については，光合成の時間と共に

マンニットやアルコーノレ不溶画分への 14Cのとり込み

が顕著に増加すること (Figs.2， 3)から， マンニッ

トやデンプンが貯蔵性物質となっているものと思われ

る。このことは CRAIGIE(1966)や KREMER(1975) 

らの結果とも一致している。テトラセルミスにおける

多盈のマンニットの蓄積は， KIRST (1975)や HELLE-

BOST (1976) らの報告にあるように浸透圧の調節に

関与しているほか，呼吸基質や多糖合成への一時的貯

蔵物質となっているものと考えられる。マンニットの

生合成経路については，今回 MIP脱水素酵素活性の

検出には成功しなかったが， MIPホスファターゼの

高い活性が認められたことから，褐藻 (YAMAGUCHI

et al. 1969， IKAWA et al. 1972)と同じくフルクト

ースー6ーリン酸→MIP→マンニットの経路で行われて

いるものと考えられるが，詳細については今後さらに

検討が必要である。このほかテトラセルミスではオリ

ゴ糖への 14Cのとり込みもマンニットについて-多く，

光合成 30分以後では約 20%で一定の割合になってい

る。このオリコ'糖についてはまだ詳しく検討していな

いが，比較的早い時間に一定値に達することからデン

ASHINO・FUSE，H. and IKAWA， T. 
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Fig. 6. Effect of pH on the mannitol-l・phos・

phatase activity of Tetraselmis sp. Assay condi-

tions are as described in the text， except for 
variation in the buffer used. 一.-， acetate 

buffer; -0-， Tris・acetatebuffer. 

7 

pH 

5 3 

100 

80 

60 

o 

40 

20 

194 

(
式
)
〉
乞
〉

=υ《
凶
〉
戸
《
J
M
g

Table 3. Substrate specificity of the mannitol・

l-phosphatase of Tetraselmis sp. 

Inorganic phosphate liberated 
(μg/min/mg protein) 

Substrate 

Mannitol・1・phosphate

G 1 ucose-l-phosphate 

G 1 ucose-6-phosphate 

Fructose・6・phosphate

Fructose-l，6・bisphosphate

Glycerate-3・phosphate

p・Nitrophenylphosphate

6.0 

0 

0 

0.5 

1.1 

0 。
Reaction mixtures were incubated for 5 min 

under standard conditions as described in the 

text， except that mannitol-l・phosphateat a con-

centration of 10μmoles in 1 ml of the reaction 

mixture was replaced by equimolar amounts of 

the other phosphates indicated. 

察

テトラセルミスの l種 (Tetraselmissp.)における

光合成 14C02固定産物の時間的な変動を調べた結果，

光合成 1分間でアルコール可溶画分中に固定された

考
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プン合成の中間体となっている可能性も考えられる。

また，デンプン代謝についても十分検討していないが，

ホスホリラーゼやアミラーゼが存在することから，高

等植物と同様これらの酵素によって分解利用されてい

るものと考えられる。

一般に高等植物や Chlorellaなどの緑藻および海藻

(KAREKAR and jOSHI 1973)， らん藻 Anacystis

(MIY ACHI and OKABE 1976)などにおいては，光合

成により生成されるアミノ酸はセリン，グリシン，ア

スパラギン殻，アラニンなどが多く， グルタミン酸の

生成はあまりみられない。テトラセルミスの 1種では

光合成によるグルタミン酸への 14Cのとり込みが特徴

的であった (Fig.3)。これは CRAIGIEet al. (1966) 

による Tetraselmissp.の2時間の光合成の結果と

よく似ている。テトラセルミスの 1種ではグルタミン

酸のほかタエン酸への 14Cのとり込みもみられ (Fig.

3)，とくに前照射後の暗 COe固定では顕著であった

(Fig. 5)。この前照射後の暗COe固定の結果は Chlo・

rellaなどの結果 (MIYACHI 1979) とは大きく異な

るものであり，テトラセルミスには Chlorellaとは異

なった炭素代謝の制御機構が存在するものと考えられ

る。

本研究に用いた藻株のご分譲をいただき，終始有益

なご助言を賜わった筑波大学生物科学系千原光雄教授

に深く感謝の意を表する。
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新刊紹介

ベレステンコ， L. P. 1980. ピヨトル大帝湾の海藻(nepeCTeHKo，凡 n.BO.llOpOCJIH 3aJIHBa neTpa BeJIHKOrO 

<HaYKa) JIeHHHrpaん 1980)，232頁， 404図， (日本での購入価格は約4，500円)

本誌 27(2) : 104， 28 (1) : 28でも紹介したようにソ連科学アカデミー・コマロフ植物研究所(レニングラード)

の海藻学研究室では最近極東地方の海藻の分類にカを注いでおり， ピノグラドーヴア博士による緑藻の著書に続

き，今回，ベレステンコ博士によるピヨトル大帝湾の海藻と題する著書が刊行された。

ピヨトノレ大帝湾はウラジオストックを中心にいくつかの湾を含む広い海域で， その地理的位置からみて， ソ連

邦日本海沿岸の海藻を知る上で重要な地域であり， また海洋生物の研究所を設けられていることなどから従来よ

りよく調査されてきた沿岸でもある。 また，同時に，舟橋 (1966，本誌 14:127-145)によって述べられたよう

に日本の海藻フロラとの共通性も大きいことなどから，本書は我々にとっても重要な資料となろう。

この仕事は主として1965年著者自身の調査採集， 1965， 1966年に動物研究所が行ったウラジオストック南方の

ポシエタ湾での調査で持帰った標本， E. S. Zinova等による1920-30年代の採集品などによって行われている。

内容は分類と日本海沿岸の航生概要の項に分れているが力点は分類におかれている。まず，分類の項では紅藻，

褐藻，緑藻の順で計65科， 161属， 225種について記載し巻末に図を与えている。 この中で次の8新種 1新品種

が記載された。紅藻5種 (Porphyrainaequicrassa， Hollenbergia asiatica， Tokidaea hirta， Rhodomela 

munita， Laurencia saitoi)，褐藻2種 (Climacosorusμcificus， Ralfsia longicellularis)，緑藻1品種 (En・

teromorPha clathrata subsp. asitatica f. leptoclada)。沿岸植生の項は日本海沿岸の潮間帯，亜潮間帯の主要

な帯状分布を中心に次の 6細目に分けて述べている。 1.潮間帯の帯状分布， 2.ピヨトル大帝湾潮間帯の海藻群落

と分布， 3.ポシエタ湾潮間帯の海藻群落， 4・亜潮間帯の帯状分布， 5.ピヨトル大帝湾の亜潮間帯海藻群落と分布，

6.ポシエタ湾の亜潮間帯海藻群落。 これら亜潮間帯海藻群落ではアマモ， スガそなどの海産植物の群落について

も詳述されている。 ソ連の研究報告には地図が入っていないものが多いが， 本書もその例に洩れず一葉の地図も

入っていない。我々外国人にとってはこの点が著しく不便である。(小樽商大 山田家正)




